
解 説
1. 本症例は、GSS-P105Lにおける脳血流SPECTの長期画像変化を解析した初の報告であり、脳血
流SPECTで、頭部MRI上拡散制限のない前頭葉を主体とした領域に血流低下を認めることを明らか
にした。

2. GSS-P105Lにおける、頭部ＭＲＩ上拡散制限を認めない部位の脳血流SPECTでの血流低下は、海
綿状変性のない領域にPrPScが沈着し、神経細胞変性がおきているという病理学的変化を反映し
ている可能性が示唆された。�
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